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インストール

ハードウェアとソフトウェアのインストール手順、および認証キーの登録プロセスの詳細については、Pyramix
インストールガイド V15.pdfのインストールガイドを参照してください。

MassCore-RAVENNAユーザーは、Merging Technologiesが提供する NET-MSC-GBEX1 PCIe Ethernet
カードをインストールする必要があります。

コンピュータの電源をオフにします (シャットダウンしてから電源をオフにします)。次に、NET-MSC-GBEX1
カードをコンピュータの PCI-Expressバススロットの 1つに差し込み、電源をオンにします。
NET-MSC-GBEX1 カードは、MassCore Runtimeがインストールされると初めて動作します。詳細について
は、Pyramix インストールガイドを参照してください。

アップデート

情報、パッチ、更新については、弊社のWebサイト http://www.merging.com を定期的に確認してください。

Pyramix 15.0 インストーラー情報
Pyramix 15.0は以下のオペレーティングシステムと互換性があります

● Windows 10 Professional (64 ビット)：MassCore/RAVENNA、ネイティブおよびネイティブ
/RAVENNA ASIO

● Windows 11 Professional (64 ビット)：MassCore/RAVENNA、ネイティブおよびネイティブ
/RAVENNA ASIO

Pyramix 15.0はWindows 10 アップデートでサポートされています - MassCore/RAVENNA、Native、
Native/RAVENNA ASIO

● 2022年 11月のアップデート 22H2 をサポート (Pyramix 14.0および RTX64 3.7.4以降)
● 2021年 11月のアップデート 21H2がサポートされています (Pyramix 14.0および RTX64 3.7.4以

降)
古いWindows 10 を実行している場合は、更新することをお勧めします。

Pyramix 15.0はWindows 11 アップデートでもサポートされています - MassCore/RAVENNA、Native、
Native/RAVENNA ASIO

● 23H2 をサポート (Pyramix 14.1.0 Beta1以降: MassCore/RAVENNA、Native、Native/RAVENNA
ASIO)

● 22H2 をサポート (Pyramix 14.0.3 Hotfix 2以降: Native & Native/RAVENNA ASIO)

警告：MassCoreおよび Intel 12世代 / 13世代 CPU: Pyramix 14.1.0および RTX64 4.4が必要です。
警告：Pyramix 15.xは第 4世代 Intel Core プロセッサ (4XXXK以上) でサポートされており、以前の世代の
プロセッサでは起動しません。推奨仕様のコンピュータ仕様

警告：Pyramix 15.xはWindows 7 ではサポートされていません。

Pyramix 15.0 インストール ノート

● Pyramix 15.0 Beta 1は、ベータサイクルの期間中、Pyramix 14.1キーで実行されます。
● Pyramix 15.0 MassCoreは、以前の 14.1バージョンと同じ RTX64 4.4バージョンで実行されます。

すでに Pyramix 14.1 を実行している場合は、MassCore ランタイムの更新は必要ありません。
RTX64 4.4 ライセンスは、Pyramix 14.1キー（またはそれ以上）でのみ使用できます。

● Pyramix 15.0インストーラーは 64ビットバージョン（64ビットOS）のみで提供されます。
● Pyramix 15.0ユーザーは、Pyramix インストールガイド V15.pdf を参照する必要があります。
● MassCoreがすでに実行されているシステムでWindows メジャーバージョンアップデートを実行す

る前に、MT Security MassCore タブから MassCore を削除しておくことが重要です。詳細は以下を
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参照してください。MassCoreのアンインストールを選択した場合は、システムの再起動中にアンイン
ストールが完了するため、システムを再起動する必要があることに注意してください。

注 #1
システムに悪影響を与えないように、ユーザーにはWindows アップデートを延期することを強くお勧めします。
Windows 10 またはWindows 11 でアップデートを延期する方法の詳細については、こちらを参照してくださ
い。Windows 10および 11のユーザーは、Merging でサポートされていることを確認する前に、ベータ版の
Windowsバージョンやメジャーな新しいアップデートにアップデートしないでください。

注 #2
Windowsバージョンの更新を実行するユーザーは、こちらにある Windows構成ガイドの手順に従う必要が
あります。Windows アップデートを適用するユーザーは 、こちらにある Merging互換のWindows アップデー
トを参照する必要があります。Windows を更新したら、Pyramix と MassCoreのインストールに従ってくださ
い。

● MassCore セキュリティ スキームを含む Pyramix 25th Anniversary HotFix 3以降では、
SSK-HUD-RTXは不要になりました。セキュリティは Merging Keysによって完全に保護されるように
なりました。

● Pyramix 25th Anniversaryから Cloud security（ドングルレス）が利用可能になりました
● Pyramix 15.0 プロジェクトは Pyramix 14.x と下位互換性がないため、Pyramix 14 でプロジェクトを

開くために “Save as v14.0” として特別に保存する必要があります。
● VB プラグイン (VS3)はレガシーになりつつあります。これらのプラグインは引き続き使用できますが、

今後は積極的な開発やサポートは行われません。

Native インストールに関する注意事項
● Pyramix 15.0は、Windows 10 – 64 ビットまたはWindows 11 – 64 ビットにインストールできます

（上記のWindowsバージョンの詳細を参照)）。
● Pyramixの以前のバージョンがある場合は、Windowsの「プログラムと機能」から削除し、インストー

ル前にシステムを再起動する必要があります。

● 詳細については、Pyramix インストールガイド V15.pdf を参照してください。
● ANEMANおよび MTDiscovery インストーラーは Pyramix インストーラーに含まれていません。

AoIPデバイスを管理およびモニターするには、https://www.merging.com/support/downloadsから
最新の ANEMAN - MT Discovery をダウンロードしてインストールしてください。

MassCore インストール ノート

● インストール手順と特定の BIOS設定およびシステム構成の詳細については、Pyramix インストール
ガイド V15.pdf を参照してください。

● Pyramix 15.0 MassCoreは、以前の 14.1バージョンと同じ RTX64 4.4バージョンで実行されます。
すでに Pyramix 14.1 を実行している場合は、MassCore Runtimeの更新は必要ありません。
以前の RTX64（Pyramix 14.0 または以前のバージョン）がインストールされている場合は、まず
Pyramix 15.0 をインストールし、次に MT Security Panelに移動して以前の MassCore Runtime を
Uninstall してください。
Uninstall したら、MT Security Panelに戻って RTX64 4.4 MassCore Runtime をインストールしてく
ださい。

次に、VS3 Control Panel で Pyramix を設定してください。

RTX64 4.4には新しいライセンスが必要です。これは Pyramix 14.1キー（またはそれ以上）でのみ利
用可能です。

● Pyramix をインストールする前に、Windowsの「プログラムと機能」から以前のバージョンの Pyramix
を削除し、システムを再起動する必要があります。MassCoreの Uninstall を行った場合は、システム
再起動中にアンインストールが完了するため、システムを再起動する必要があります。Windows

● を更新する予定がある場合は、更新を実行する前にまず MassCore を削除することをお勧めします。
この場合は、手順ドキュメント

dsp Japan Ltd, 4-8-5 Nakameguro, Meguro-ku, Tokyo 153-0061
T : 03-5723-8181 F : 03-3794-5283 U : http://www.dspj.co.jp

3

https://merging.atlassian.net/wiki/spaces/PUBLICDOC/pages/4818174/Windows+10+Defer+Updates
https://merging.atlassian.net/wiki/spaces/PUBLICDOC/pages/4818467/Windows+11+Defer+Updates.
https://merging.atlassian.net/wiki/spaces/PUBLICDOC/pages/4817977/Windows+Configuration+Guide
https://merging.atlassian.net/wiki/spaces/PUBLICDOC/pages/4818089/Windows+Updates+Validation+Status.
https://merging.atlassian.net/wiki/download/attachments/563380225/Install_Pyramix_V15_rev1.pdf?version=1&modificationDate=1725371225203&cacheVersion=1&api=v2
https://www.merging.com/support/downloads
https://merging.atlassian.net/wiki/download/attachments/563380225/Install_Pyramix_V15_rev1.pdf?version=1&modificationDate=1725371225203&cacheVersion=1&api=v2
https://merging.atlassian.net/wiki/download/attachments/563380225/Install_Pyramix_V15_rev1.pdf?version=1&modificationDate=1725371225203&cacheVersion=1&api=v2


https://merging.atlassian.net/wiki/display/PUBLICDOC/Windows+Configuration+Guideに従っ
てください。Windows 10からWindows 11への更新は潜在的にリスクを伴うため、更新を実行する
前にすべてのデータの完全バックアップを作成してください。

● Pyramix システムにこれまで MassCoreがインストールされたことがない場合は、ユーザーは MT
Security Settings > MassCore タブで MassCore Runtime をインストールする必要があります。

警告：Pyramix 15.x ではWindows 7はサポートされていません

Merging Windows 10設定ガイド
Windows 10の設定
Pyramixの起動時に、システム更新設定が Mergingの推奨に従って設定されていない場合は、警告メッセー
ジボックスが表示されます。

Windows 11の設定
Windows 11の構成
Pyramixの起動時に、システム更新設定が Mergingの推奨に従って設定されていない場合は、警告メッセー
ジボックスが表示されます。

追加メモ

インストールに問題がある場合は、Merging Supportから MTCleanUpユーティリティを入手できます。ナレッ
ジベースの MT Cleanup を参照してください。

Pyramix 15.0 リリースノート

Pyramix 15.0の新機能

新しい MassCore RTX実装
Pyramix 15.0 Beta 1 では、新しい RTX実装（NAL）が導入されています。

● MassCoreネットワーク カードは、直接使用されず、RTX仮想アダプターを介して使用されます。カード
は、デバイスマネージャーで “Merging Technologies PCIe 82574L Ethernet Controller” として表
示されなくなり、” Intel 82574L Gigabit Ethernet Controller (RTX64)”および ”Merging
Technologies Primary Ethernet Controller” と表示されます。MassCoreネットワーク カードが検出
されると、 MassCoreNIC Serviceによって自動的に新しいスキームに変換されます。これには少し時
間がかかる場合があります。そのため、システムが必要なカードを初めて認識した場合、使用可能にな

るまでに 1～ 2分かかることがあります。
● 新しい MSC NIC カードのサポート（Intel i210 PCIeベースの 1Gbネットワーク カードおよび Intel

i225 PCIeベースの2.5Gbネットワーク カード）。
● ST2022-7 モード（同じモデルの MassCore NIC カードが 2枚必要）のサポート

クリップベースのエフェクト

（クリップベースの FX セクションのすべてのスクリーンショットは最終的なものではありません）
Pyramix 15.0 Beta 1
警告：DXD プロジェクトでは、クリップベース FX を DSD メディア（DSD128-256）で使用すると大きな
ノイズが発生することが知られています。

新しいクリップベース FXは、さまざまな方法で利用できる新しい TAB です。

1. クリップを右クリックしてクリップベースのFXにアクセスします
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2. メニューの View/Editor Tabs/Clips FXに進みます。

3. TABに直接 Clip based FX tab functionalities
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Clip based FXは、Pyramix内のクリップグループパラダイムに従います。Clip based FX をグループクリッ
プに適用すると、すべてのクリップに適用されます。

Freeze function を使用すると、安全に処理できます。フリーズすると、ゲイン、位相反転などを含む FX（または
複数の FX）を含むオーディオ ファイルが自動的に生成されます。unfreeze をクリックすると、元の状態に戻り、
FX を変更できます。

クリップグループに 1つ以上の FXがあり、ungroup を実行すると、次のポップアップが表示され、個々のク
リップの動作方法を尋ねられます。

複数のクリップに Clip based FX を適用するには、すべてのクリップの長さが同じである必要があります。
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プラグインを挿入する方法

ARA2 プラグインを含む VS3、VST、または VST3 プラグインをインサートすることができます。
リストの一番下に自動的に追加され、矢印をクリックして並べ替えることができます。Xはプラグインを削除しま
す（元に戻すことができます）。

ARA2のサポート
プラグインが適切にインストールされ、認証され、VST プラグイン設定の一般設定で VST3 フォルダがマウント
されると、他のプラグインと同様に、VST3のクリップベース FX タブから ARA2 プラグインを挿入できます。
クリップを右クリックして ARA2 を選択すると、プラグインが直接開き、クリップベース FX タブに挿入されます。
次のプラグインがテストされています：

● Celemony Melodyne
● Auto Align Post Sound Radix（現時点では安定性に問題）
● Auto Align Sound Radix（現時点では安定性に問題）

改善点

再設計されたUI
Pyramix 15.0 Beta 1 では UIが再設計されました。

メインミキサー

● 新しいキャプションバー

○ ミキサーを閉じる

○ ミキサーの最小化/最大化
○ 新メニュー

■ メインセクション

● I/O Routing（Routeページを別のフローティングウィンドウに置き換え）
● Meter Bridgeの Enable / Disable
● Arnis Connect
● Display Scaleの選択
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○ システム表示スケールに従う（デフォルト）

○ 独自のカスタム表示スケール

○ ミキサーのユーザーインターフェースを再設計

■ メインミキサー（下記参照）

■ Configureページは無くなり、すべての機能がメインミキサーウィンドウに実装されま
した。

■ Routeページが別のフローティングウィンドウに置き換えられました（上記参照）
■ Organizeページは廃止されました。すべての機能は右クリックメニューからアクセス

できます。

■ Atmos Connectがメインメニューに移動しました（上記参照）

● Navigation
○ 新しい Navigationサイドボタン

■ ストリップ -下部
● ストリップの折りたたみ/展開ボタン
● スクロール時にストリップを常に表示するための Pinボタン
● ストリップのオプションをさらに表示するための、以前のツールチップスタイ

ルのメニューを表示するメニューボタン

● エフェクト関連のメニュー項目がストリップ下部のツールチップメニューから

エフェクトコンポーネントメニューに移動されました

● エフェクトメニューに、録音前/録音後のエフェクトステータスが表示されるよ
うになりました。

● Effect メニューで使用可能なすべての FX, VS3 FX, VST FX を削除しま
す。

■ Busses -右
● Busの折りたたみ/展開ボタン
● Bus Nameボタンはメニューボタンとして機能し、バスのその他のオプショ

ンを表示する以前のツールチップスタイルのメニューを表示します。

■ 右のセクション

● ミキサーの右側部分を拡大

● Bus Nameの表示を改善
● ボタンの再編成

○ [O] Overload Reset（従来通り）
○ [SC] Strip Colorのオン/オフ（従来通り）
○ [BC] Bus Colorのオン/オフ（従来通り）
○ [GC] Group Colorのオン/オフ（従来通り）
○ [FL] Signal Flowのオン/オフ（従来通り）
○ 注：[FL]をクリックすると、ミキサー全体が現在選択されている信号

フローのみにフォーカスされます。

○ [S1]、[S2]、[S3]、[S4] ミキサービューを設定/呼び出すための 4
つのビュースナップショット:

■ Stripの折りたたみ、非表示、固定状態
■ Busの折りたたみと非表示の状態
■ ミキサーの位置とサイズ

■ Strip スクロールバーの位置
■ クリック でスナップショット呼び出し

■ Control + クリック でスナップショットを設定
■ Ctrl + Shift + クリック でスナップショットをリセット

○ [DC]遅延補正（Delay Compensation）のオン/オフ（以前は
Configureページにあった）
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○ [DS]遅延補償状況（従来通り）
○ [AC] Atmos Connect ステータス/Connection (以前はミキサーの

キャプションバーにありました。Main Menuにもあります)
○ Master Strip を移動できるようになりました。

■ Master Stripは、Input Stripや VCA とともに自由に移動したり挿入したりできま
す。

■ Master Strip を複数選択できるようになりました
■ Stripの移動は、Control + Shift + Altを押しながらドラッグアンドドロップします。
■ Master Stripに関連付けられた Busは、Master Stripの順序に従って並べ替えら

れます。

■ ドラッグ＆ドロップ操作中に Escキーを押すとキャンセルされます

● I/Oセクション
○ 再設計されたセクション

○ O Input 1-8 または O Output 1-8のシルクスクリーンをクリックすると、8 を超えるチャンネル
数を持つストリップ/バスのチャンネルを切り替えることができます。

○ チャンネルインジケーターの左側にある Channel Typing文字をクリックすると、そのチャン
ネルのチャンネルタイプを変更できます。

○ チャンネルインジケーターの右側にある接続番号をクリックすると、そのチャンネルの接続を

変更できます。

○ すべての標準接続の下にダイレクト出力コネクタを配置

○ Direct Outの On/Off と Pre/Post をミキサー内で直接操作可能
○ Delay と Input Modeがセクションの下部に移動されました

● Pre-Amp部
○ 再設計されたセクション

○ プリアンプコントロールがすべてのストリップタイプで利用可能になりました

○ Mono Strip では、ボタンは利用可能なプリアンプのみを制御します
○ Stereoおよび Multi-channel Strip では、上部のインジケーターの右側をクリックすると、制

御するチャンネルを選択できます。

■ すべてを選択した場合、すべてのチャンネルがリンクされ、すべてのゲイン間のオフ

セットが保持されます。

○ 上部のインジケーターの左側をクリックすると、入力タイプ（Mic/Line/Inst）を選択できます。

● Solo/Mute セクション
○ 再設計されたUI
○ 以前と同じ機能

○ Groups（Mix と Aux）をソロにできるようになりました
■ ソロをすると、その Groupに送っているすべての Stripは、その Groupに送信され

続けますが、他のすべての Groupには送られません（ソロでない限り）。
■ ソロ以外の Stripの Muteボタンは、ソログループに送られているものも含めて、赤く

点滅したままです。

● Gain/Fader セクション
○ 再設計されたUI
○ 以前と同じ機能

● パンニングセクション

○ 再設計されたUI
○ 3D/2D表示モードが統合され、Alpha 1 では Z表示がなくなりました (2Dのみ)
○ パンナーウィンドウにロータリーボタンを使用して再設計された 1D表示モード（下記参照）
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○ 折りたたみモードが再設計されました。カーソルをダブルクリックすると、パラメータがリセットさ

れます (左いっぱい/右いっぱい/中央/Yaw to 0°）

● エフェクトセクション

○ 再設計されたセクション

○ エフェクトスロットにエフェクト名とボタンが1つ表示されるようになりました。
■ 黄色は有効で動作中

■ バイパスの場合は赤（ボタンをクリックするだけ）

■ 無効の場合はグレー（ボタンをControl＋クリック）
○ Summary表示

■ Stripのエフェクト スロットに何らかの EQが存在する場合、セクションの上部に EQ
カーブ表示が表示されます。VS3 エフェクト（EQ Param、EqX、StripTools、
BusTools）でのみ使用可能です。

■ Stripのエフェクト スロットに何らかのダイナミック セクションが存在する場合、セク
ションの上部にダイナミクス カーブの概要表示が表示されます。VS3 エフェクト（
Dynamics, Strip Tppls）でのみ使用可能です。

■ EQ または Dynamicsの Summary をクリックすると、エフェクトのUIが開きます。
○ セクションの下部に新しいボタンが追加されました

■ [+] をクリックすると、Add Effectのダイアログが開きます（下記参照）
■ [-] をクリックすると、その StripのすべてのエフェクトUIが閉じます。Shiftキーを押し

ながらクリックすると、全ての Stripの全てのエフェクトUIが閉じます。
■ [[]] をクリックすると、その StripのすべてのエフェクトUIが開きます。
■ [=] そのストリップの VS3 Preまたは Post VST設定を変更します

● Ctrl + Shift でハイライトされたすべての Stripの設定が変更されます。
● Shiftキーですべての Stripの設定が変更されます。

○ 新しい Add Effect ダイアログは、複数レベルの Add Effect メニューに代わるものです。
■ Merging VS3, VST3, VST2から選択
■ VSTは会社またはカテゴリ で並べ替え
■ 名前でエフェクトを検索

■ Ctrl + Shiftキーを押しながら Add Effectボタンをクリックすると、ハイライト表示さ
れたすべての Stripにエフェクトが追加されます。

■ Shiftキーを押しながら Add Effectボタンをクリックすると、すべての Stripにエフェク
トが追加されます。

○ コンテキスト左クリックと右クリックメニューが再編成されました

○ Effectのドラッグ＆ドロップが利用可能になりました
■ Effect をクリックしてドラッグします:

● 同じ Stripのエフェクトラック内の位置を変更する
● 別の Stripに移動する
● 遅延補正は適切に再計算されます

● Controlキーを押して別の Stripにコピーする
● Ctrl + Shift を押して選択したすべての Stripにコピー（VS3のみ）

■ ドラッグ＆ドロップ操作中にEscキーを押すとキャンセルされます。

● Send セクション
○ セクションの再設計、パラダイム全体の再設計

○ スロットをフラット化して、Bus Send Name, Send On/Offボタン, スロットの下の Send メー
ターのみを表示（Busが折りたたまれている場合は非表示）。

○ On/Offボタンをクリックするだけで Send を無効にできます
○ 有効にすると、名前をクリックするだけで Bus Trimming または Channel Routingウィンドウ

が開きます。
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○ Bus Trimming または Channel Routingウィンドウでは、次の 2つのモードを選択できま
す。

■ Panner
■ Channel Routing

○ Panner モードでは、ダイアログに Bus Trimming コントロール（以前と同じ）と Clearボタン
（以前と同じ）が表示されます。

○ Channel Routing モードでは、ダイアログに Channel Routingグリッド（以前と同じ）と Clear
および Resetボタン（以前と同じ）が表示されます。

○ ダイアログのカーソル/ロータリーに表示される色は、Busの種類によって異なります（Mix
Busは赤、Mix Groupは青、Aux Busは黄色、Aux Groupは緑）。Ambisonic Strip ではテ
キストは青になります。

○ Aux Mix と Aux Group では、Bus Trimming または Channel Routingウィンドウに次の機
能も追加されます。

■ Send Gain（メインUIと同様）
■ Pre/Post Fader Send設定（メインUIと同様）

● Object Sends
○ Object Bus では、灰色のボタンをクリックすると Object Routingウィンドウが開きます。
○ オブジェクトルーティングウィンドウで

■ 未使用の Object Bus チャネルは灰色で表示されます
■ この Strip で使用される Object Bus チャンネルは紫色で表示されます。
■ 別の Strip で使用されている Object Bus チャンネルは赤で表示されます。
■ ダークグレーの使用できないボタンはなくなりました。ボタンの数はバスのチャンネル

数と一致します。

○ Strip チャンネルのいずれかが Object Busに送られると、送りボタンが紫色で表示されま
す。

○ Object Bus での送りを無効にするには、送りのスロットをクリックして Object Routingウィン
ドウを開き、すべての紫色のボタンのチェックを外します。スロットボタンはグレーに変わります

（前と同じ）。

○ Strip チャンネルのいずれかが Object Busに送られると、そのストリップ上のすべての Mix
Bus と Mix Groupは無効/グレー表示されますが、Aux Mix と Aux Groupには引き続き送
られます（以前と同様）。

○ Object Bus [OB]のマスターフェーダーで Object Bus を無効にすると、Object Busに接続
されているすべての Stripの送りが、送信先の Mix Bus または Mix Groupにリセットされま
す（以前と同様）。

○ Mix Bus と Mix Groupのマスターフェーダーに Object Safeボタン [OS]が追加されまし
た。有効にすると、この Busに入る Stripは、有効な Object Busに同時に送信されていても
送信され続けます（これは Aux Bus と Aux Groupのデフォルトの動作ですが、Mix Bus と
Mix Group ではオプションです）。

○ この機能のビジュアルは、この新しいパラダイムでより良く表示されます

● Ambisonic Sends
○ Ambisonic Bus または Strip では、Trimming/Routingウィンドウに適切な Mixing/Routing

モードが表示されます（メインUIの場合と同様）。
■ チャンネル Stripから Ambisonic Busへ

● Trimming/Routingウィンドウは利用できません。純粋な Ambisonic エン
コーディングです。

■ Ambisonic Stripから Ambisonic Busへ:
● ミキシングのみ

● ローテーション＋ミキシング
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■ Ambisonic Stripからチャンネル Busへ
● デコーダーのみ

● ローテーション＋デコーダー

Panner
● ディスプレイスケーリングのサポート。ミキサーディスプレイスケーリング設定に従います（Alpha 1 と

同様）。

● 再設計されたユーザーインターフェース

○ Effectパラダイムに一致する Strip タブ
○ Effectパラダイムに合わせた下部コントロールのロータリーボタン
○ 新しい表示設定:

■ トップ+リア（従来通り）
■ トップのみ

■ 円筒形のみ

● 新しい MSデコーダー
○ Stereo Strip では、4番目のデュアルソースモードが提供されるようになりました。

■ シングルパン

■ デュアルパン

■ バランス

■ MSデコーダー

○ Stripの左チャンネル（MS ミッドまたは A チャンネル）は、モノ Strip シングルパンに従ってす
べてのスピーカーにパンされます。これは、パンナーウィンドウとストリップパンニング領域で

黄色のボールとして識別されます。

○ Stripの右チャンネル（MSサイドまたは B チャンネル）は、上記のミッド チャンネルと同じパン
情報を使用してデコードおよびパンされますが、左と右のスピーカーのみにパンされます（す

べてのセンタースピーカーからは除外されます）。これは、パンナーウィンドウとストリップパ

ンニング領域で、ミッド イエローボールの両側にある 2つの白い円（MS ロゴのような）として
識別されます。

○ Stripが MSデコーダーモードの場合、Divergence ロータリーボタンの名前は Sideに変更
され、サイドゲインに使用されます（デフォルトではオフ）。

○ メニューの Add MS Stripは削除されました。MS Stripは、上記のようにMSデコーダーデュ
アルソースモードで設定された Stereo Stripに置き換えられました。

Monitor
● 再設計された UI、以前のバージョンと同じ機能に加え、次のような顕著な変更点があります。

○ Monitorページ
■ ボリュームの最大値、Dim値、Ref値が追加されました。
■ 5.1から 7.1へのマッピングオプションが追加されました。

● Ls/RsからLss/Rss：サイドの位置が110度に設定されている場合に使用で
きます。

● Ls/Rsから Lrs/Rrs：デフォルト/レガシー互換性
● Ls/RsからLss-Lrs/Rss-Rrs：サラウンド5.1はサイドとリアスピーカーに再分

配されます。これにより、5.1マッピングスピーカーの配置に対応するファント
ムスピーカーが生成されます。

○ メニューから選択可能なスピーカー機能モード。

○ スピーカーの外側の部屋をクリックしてスピーカーモードをリセットします。
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○ リンクモードがメニューに移動されました。

○ スピーカーセットとミックスダウンの Next/Previousボタンは削除されましたが、アプリケーショ
ンのモニターメニューからは引き続き使用できます。

○ Auto-Talkオプションがメニューのそのページに移動されました。
■ None
■ Auto-Talk on Stop

○ Talkのリセットオプションはメニューのそのページに移動しました
■ None
■ Reset Talk on Play
■ Reset Talk on Rec
■ Reset Talk on Play+Rec

○ Configureページ
■ Speaker Set を追加すると、入力マッピングとミックスダウン係数が自動的に入力さ

れます。

■ ボリュームの最大値、Dim値、Ref値がモニターページに移動されました
■ Speaker Set と Mixdownは移動できません
■ Speaker Set で Monoにダウンミックス

○ Externalsページ
■ 以前と同じ機能をモダンなUIに変更

○ Talksページ
■ 以前と同じ機能をモダンなUIに変更
■ Stop/Record/Playオプションが Monitorページに移動されました。

○ ディスプレイスケーリングのサポート

○ Factory Defaultの動作が変更されました
■ Factory default Speakersetsは削除されました。
■ ユーザースピーカーセットが存在しない場合は、出力1-2にパッチされたデフォルトの

ステレオスピーカーセットが作成されます。

○ 新しいキャプションバー

■ Monitor を閉じる
■ メニュー

● Monitor セクションの有効化/無効化
● モード選択

○ モニタリング

○ Configureページ
○ Externals設定
○ Talkback設定

● 表示スケールの選択

○ システム表示スケールに従う

○ 独自のカスタム表示スケール

メーターブリッジ

● 再設計されたUI、以前のバージョンと同じ機能

Effects
● 再設計されたUI
● ディスプレイスケーリングのサポート

● すべてのエフェクトを共通のルック＆フィールに再調整する
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すべてのVS3エフェクトに共通
● エフェクトカテゴリーの再編成

● 新しいキャプションバー

○ クローズエフェクト

○ メニュー

■ インスタンスの選択 (インスタンス コンボボックスの置き換え)
■ 表示スケールの選択

● 各エフェクトはシステム表示スケールに従います

● 各エフェクトはミキサー表示スケールに従います（デフォルト）

● 各エフェクトには独自のカスタム表示スケールを設定できます

○ Pinボタン
■ 固定すると、Strip または Busの選択が変更されても現在のインスタンスはアクティ

ブのままになります。

■ インスタンスタブで別のインスタンスを選択すると、Pinはバイパスされ、新しいPin留
めインスタンスが設定されます。

○ Resetボタン[R]
○ 5つの Quick Resetボタン [ 1] … [5]

■ クリックしてリコール

● Ctrl + クリックで保存
● Ctrl + Shift + クリックで削除

● 新しいインスタンス タブ（インスタンス コンボボックスの置き換え）

○ アクティブなエフェクトインスタンスを表示します

○ Strip/Busの色を表示します
○ マウスでスライドして隠れたインスタンスを表示

● すべてのエフェクト用の新しい汎用ユーザーインターフェイスコントロール

○ インスタンスタブにできるだけ多くのインスタンスを表示するための水平表示

○ すべてのエフェクトに同じコントロール/ボタン
○ エフェクトをサポートする汎用ルーティングセクション

○ 汎用サイドチェーンセクション（エフェクトをサポート）

パラメトリックEQ
● 以前のバージョンと同じ機能

● 64ビット処理
● 6dBゲインオーバーロード時の表示とスケーリングの改善
● アヌビスに合うカラーコード

10バンドEQ
● 以前のバージョンと同じ機能

● Alpha 1では依然として96kHzに制限

Tone
● 以前のバージョンと同じ機能

● Alpha 1では依然として48kHzに制限

Dynamics
● 以前のバージョンと同じ機能

● 新しいグラフィックディスプレイ

● モノラル、ステレオ、またはマルチモノラル（従来通り）

● Side Chainのサポート
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○ Side Chain入力 Stripの選択
○ Side Chain入力 Stripが Stereo または Multi-channelの場合、次の選択肢が提供されま

す。

■ Side Chain入力 Stripの使用可能なすべてのチャンネルを使用します。ダイナミク
スでは、最初の 2つのチャンネルのピークが検出に使用されます。

■ すべてのSide Chain入力 Strip チャンネルのモノラルミックスを使用する。
■ Side Chain入力 Stripの1つのチャンネルを選択します。

○ Post FX
■ Side Chain入力 Strip で、サイドチェーン入力信号のエフェクト前またはエフェクト後

を選択します。

■ SynamicsのEQは、アクティブな場合はサイドチェーン入力に適用されます。

EQ-X
● 以前のバージョンと同じ機能

● 6dBゲインオーバーロード時の表示とスケーリングの改善
● 以前のEqXに一致するカラーコード

Strip-Tools
● 以前のバージョンと同じ機能

● 64ビット処理
● 最大32の個別チャネル処理
● 完全に再設計されたユーザーインターフェース

● 新しいルーティング機能

● ダイナミクスセクション入力または Side Chain入力用のEQバンドが1つ追加されました。
● EQ プリダイナミック オプションはデフォルトで有効になっています (新しいプラグイン インスタンスで

は、既存のプロジェクトのストリップ ツールは変更されません)
● Side Chainのサポート

○ Side Chain入力 Stripの選択
○ Side Chain入力 Stripが Stereo または Multi-channelの場合、次の選択肢が提供されま

す。

■ Side Chain入力 Stripの使用可能なすべてのチャンネルを使用します。StripTools
では、最初の 2つのチャンネルのピークが検出に使用されます。

■ すべてのSide Chain入力 Strip チャンネルのモノラルミックスを使用する。
■ Side Chain入力 Stripの1つのチャンネルを選択します。

○ Post FX
■ Side Chain入力 Strip で、Side Chain入力信号のエフェクト前またはエフェクト後

を選択します。

Bus-Tools
● 以前のバージョンと同じ機能

● 64ビット処理
● 最大32の個別チャンネル処理
● 完全に再設計されたユーザーインターフェース

● 新しいルーティング機能、つまり処理のためのチャネル選択

Generator
● 以前のバージョンと同じ機能

Delay
● 以前のバージョンと同じ機能
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ExternalInsert
● 以前のバージョンと同じ機能

● 新しく Send Onlyのオプションが追加されました
● Send Only モードの場合、エフェクトに入る信号はエフェクトの出力（次のエフェクトまたはmix/send）と

External Send コネクションの両方に出力されます。
● Send/Return モードでは、エフェクトに入る信号は External Sendに出力され、リターン信号はエフェ

クトの出力（次のエフェクトまたは mix/send）につながります。

Phase Oscillo / Surround Meter
● （ベータ 1時点ではまだ再設計されていません）

軽微な変更または変更なしの効果

● Modulometer
● AnguDion II
● MS Encoder

廃止されたエフェクト

● ベータ1にはまだ存在
○ DeNoiser
○ Descratcher

● ベータ 1 で削除されました
● AnguDion
● Flanger
● Aphro

Flux VS3 プラグイン
Flux VS3 プラグインは破損した UI を表示する可能性があります。Fluxの更新を待機しています（VSTバー
ジョンは問題ありません）。

VSTサポート
VST2/VST3 UIコンテナが更新されました:

● Editor/Routing selectionの UIが更新されました

Side-Chain support
Side-Chainは現在、以下で利用可能です：

● VS3 プラグインダイナミクスと ストリップツール
○ プラグインの特定のセクションで利用可能なサイドチェーン設定（ダイナミクス/ストリップツール

については上記を参照）

● VSTプラグイン
○ 互換性がある場合、サイドチェーン設定はプラグインのルーティングページで利用可能 （

FabFilter Pro - Qなど）
● VS3とVSTのサイドチェーンサポートは Native と MassCoreの両方でサポートされています

Pyyramix Transport
● 再設計されたUI

○ ジョグ/シャトルコントロール
● トランスポート/オートメーション ツールバーの UIが再設計されました

○ ジョグ/シャトルコントロール
○ マシン選択コンボボックス

○ Automation Master Output リファレンス コンボボックス
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Pyramix Frames / Toolbars
● 高解像度モニターをサポートするために完全に再設計

○ システム表示スケールに従う

○ システムディスプレイスケールの変更を更新するには、アプリケーションを再起動してくださ

い。

● ダークな外観

○ 再設計されたツールバーボタン

○ ベータ 1 では一部のボタンアイコンが欠落していましたが、ベータ 2 では完全に更新されま
す。

Pyramix Editor / Tabs
● トラックヘッダーの再設計されたUI

○ 同じ機能

○ すべてのボタンのテキストと色が異なる場合があります

○ より大きく、より見やすい自動化ハンドルとライン

○ Automation ラインの色は、視認性を高めるために単一のライトグレーに変更されました。
● ClipのUIが再設計されました

○ 同じ機能

○ デフォルトのクリップ背景色を青に戻す

○ 波形のデフォルト色はクリップの背景色に従います（より明るい色になります）。

○ ダイナミック波形がデフォルトで有効（新規プロジェクト）

○ より大きく、より目立つハンドルと封筒

○ All Settings Timeline Layoutページがそれに応じて更新されました。
○ Video Clipの背景色が灰色に変更されました

● TabsのUIが再設計されました
● Tabsの順序は次の様に変更されました：

○ Navgation（Overview, Marker）
○ Clips（Selection, Fade Editor, Clip-FX）
○ Media/Libraries（Media, Document Library, Global Libraries）
○ Project setting (Tracks, Track Groups, Playlists, Workspaces)
○ Tools (Mastering, FX Rendering, Metadata, EDL, ADR, Video, Log)

● 主に UIの再設計ですが、いくつか変更点があります：
○ 新しい Clip-FX タブ、詳細は上記を参照
○ Media/Librariesにはアイコンがなくなり、レポートリスト表示モードのみになりました。
○ EDLビューは読み取り専用です
○ ベータ 1 では Video Viewは無効になっています

Pyramix Automationの改善 (およびバグ修正)
● 改善：オートメーションポイントが設定されていない場合でも、編集トラックにオートメーションラインを表

示する

● オートメーションレーン：ポイントを追加するためにレーン自体より上または下にいる必要はありませ

ん.。
● 改善：手動値を微調整するための Automaiton カーブ範囲位置の改善
● 改善：Automation エンベロープと Automation ラウンド値、タイプ値、スロープ
● バグ修正：Automation Preview modeで Trimにより Automationポイントが削除される
● バグ修正：Automation Rippleが常に追従しない
● バグ修正：クリップを移動する際、誤ったオートメーション カーブが発生する

● 改善：VCAから Strip を削除した時に、Automationが存在しない場合は合体を要求しない。
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Video Player
Video Playerの全面改良

● Ffmpegデコーダーが更新されました（可能な場合はマルチスレッド デコードを含む）。
● デコードでは、可能な場合はハードウェアアクセラレーション（GPU）を使用します（効率はビデオコー

デック/形式によって異なります）。
● Pyramix ビデオウィンドウを表示するために使用される OpenGL エンジン。
● Black Magic Decklinkはドライバーバージョン12.8.1から14.1までサポートしています
● Black Magic Decklinkのパフォーマンスは以前のバージョンと同じです（フレームは GPUから CPU

に転送され、スケーリングは Decklinkハードウェアに渡される前に CPU で実行されます）。
● Video Tabは現在無効になっています。

Final Check
● 再設計されたUI
● 最大 32 チャンネルのマルチチャンネルをサポート
● Bus リストから Bus を選択すると、そのラベル、 チャンネルの順序、番号が自動的に調整されます。

注：マルチチャンネルオシロはまだ開発中です。

● ラウドネス標準リストを更新しました。

Spotify, Spotify Loud, Apple Music, Amazon Music, YouTube, Deezer, CD (Full Scale),
Soundcloud, Tidal, Netflix Dialog, Dolby Atmos（Main Bedのみ）のプリセットが追加されました。

● 注意: Dolby Atmos ADM マスターは、Dolby Atmos レンダラーで測定された場合にのみ承認されま
す。

Platform Peak Loudness Dynamic Range

Spotify - 1.0dBTP   - 14 LUFS > 9DR

Spotify Loud - 2.0dBTP   - 11 LUFS > 9DR

Apple Music - 1.0dBTP   - 16 LUFS (±1.0 LUFS) > 9DR

Apple Podcast - 1.0dBTP   - 16 LUFS (±1.0 LUFS) > 9DR

Amazon Music - 2.0dBTP   - 14 LUFS  > 9DR

YouTube - 1.0dBTP   - 14 LUFS  > 9DR

Deezer - 1.0dBTP   - 15 LUFS > 9DR

CD (full scale) - 0.1dBTP   > -9 LUFS  > 9DR

Soundcloud - 1.0dBTP   - 8から - 13 LUFS > 9DR

Tidal - 2.0dBTP   - 14 LUFS  > 9DR

Netflix dialog - 2.0dBTP   - 27 LUFS (±2.0 LUFS)    > 9DR

Dolby Atmos - 1.0dBTP   - 18 LUFS (±0.1 LUFS)    > 9DR
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Native - VS3 Audio Settings
VS3 - Native エンジンのアップデート

● Pyramix Nativeのオーディオ設定は、Pyramixの General Settings/ Audio Drviceに移動されまし
た（Masscoreの場合、VS3 Control Panelにアクセスするには、Pyramix を再起動する必要があり
ます）。

● 実行中に Nativeオーディオデバイスを変更可能（アプリケーションを再起動せずに）
○ 新しい ASIOデバイスを使用するには、そのデバイスが使用可能で実行されている必要があ

ります。

○ Nativeのみ（MassCoreは引き続き VS3 Control Panel を使用してください）。

● WASMユニバーサルWDM - ASIO ドライバー
○ Windowsオーディオデバイスの使用を許可します (Windows ドライバーと構成の制限が適

用されます。たとえば、サンプリングレートやバッファーサイズはデバイスの機能によって制

限されます)
○ サードパーティのASIOプログラムでも使用可能

バグ修正

Pyramix 15.0ベータ 1のバグを修正
● PMX150-88：オートメーション: トラックがストリップバスリターンに接続されている場合、編集に追従し

ない。

● PMX111-295：リリース時のオートメーショントリムモードレベルの問題
● PMX140-45：ミキサーで AUXグループを削除してもストリップの色が追従しない問題を修正
● PMX150-48：VST3 ストリップ名がプラグインに正しく渡されているかどうかを確認します。
● MSC-117：MassCoreボードの自動選択 (VS3 コントロールパネル)
● PMX150-15：マルチチャンネルクリップをグループ化するとクラッシュする。
● PMX150-16：異なるクリップで同じ FXが表示される間違った UI。
● PMX150-22：VCA追加時の引数が不適切。
● PMX150-24：デバッググラフ メニューのクリーンアップ。
● RAV-1638：RTP入力の奇数ポートをサポート (MassCore、VAD)。
● HEL-690：ビデオファイルの統合/アーカイブが失敗する。
● PMX125-204：ミックスダウン -バス名のサフィックスが機能しない。
● PMX150-41：タイムコードドロップ設定が2398に戻る。
● HEL-498：オートメーション プレビューモード: トリムによりオートメーションポイントが削除される。
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● PMX140-97：.pmi波形が正しく呼び出されない。

Pyramix 14.1.3 ホットフィックス (未リリース) で修正されたバグ
● PMX140-252：VCAソロ/ミュートはVCAグループにないストリップにも影響します。
● PMX140-251：Auxグループの MixDown「Out of Phase」警告メッセージが表示されない
● PMX140-250：トラックグループ -録音時のトラック数が512に制限される
● PMX140-247：Atmos自動接続では内部バスがスキップされるようになりました。
● PMX140-234：ビデオストールレポートオプション
● PMX140-232：メディア ファイル名の作成時に '.'のフィルタリングを削除します。
● PMX140-224：元のタイムラインTCに貼り付け。
● PMX140-220：アルバムパブリッシングからのマルチチャンネル 32b MTFFが歪んでいた。
● PMX140-136：SSL UF-8の 2番目、3番目、4番目のコントローラーデバイスで誤った情報が表示

される。

追加メモ

Pyramix 15.0の変更
● VB プラグイン（VS3）はレガシーです。これらのプラグインを引き続き使用することは可能ですが、今後

は積極的な開発やサポートは行われません。

● 新しい保存形式、”Save as Pyramix 14.0”が追加されました（14.0 と 14.1 で同じ）。
● Strip Tools：EQ プリダイナミック オプションがデフォルトで有効（新しいプラグイン インスタンスでは、

既存のプロジェクトのストリップ ツールは変更されません）。

● Pyramixの初回起動:キーボード ショートカットの選択が削除されました（推奨の Pyramix プリセット
がデフォルトで使用されます）。Settings > Keyboard Shortcut Editor で別のプリセットを変更する
か、使用してください。

MassCore テクニカルノート
● MassCoreは Core2Duo ではサポートされていません。最小要件は QuadCore です。システム推奨

事項については、こちらを参照してください：http://www.merging.com/support/pc-config
● Pyramix 15.0は MassCore Runtime (RTX64 4.4)上で実行され、RTX64 4 ライセンス (V14.1

キー以降で利用可能)が必要です。
● MassCoreはWindows 10 (64ビット)およびWindows 11 (64ビット) でサポートされています
● MassCore Ultra Low latency モードは、一部の構成で使用するとノイズが発生する可能性がありま

す（dsp-AVC を推奨）。
● このような場合は、AES67 モードまたは Extra Latency モードを使用してください。
● Pyramix Core インジケーターのオーバーロード（赤）の問題と推奨事項:

○ 64 ビット OSの場合: MassCore RTX 64 ビット ユーザーは、ハイパースレッディングを有効
にして実行できます。このような場合、Windows用にコアのペアが残されているため、ユー
ザーにはデフォルトで 2つのコアが MassCore RTX64に割り当てられます。Mergingでは、
このような構成では SMPキーを使用することをお勧めします。

○ BIOS電源オプションに、Intel SpeedStepやCPU C Stateなどのエントリがある場合は、
MassCoreに問題を引き起こす可能性があるため、これらのオプションが無効になっているこ
とを確認してください。詳細については、インストールガイドまたはWindows構成ガイドを参
照してください。

● MassCore と CPU負荷インジケーターの範囲（Pyramix v10.2以降）
○ 0%から 74% までの緑 = セーフモード*
○ オレンジ 75%～ 84% =中程度のリスク*
○ 85%から 100% までの赤 =高リスク
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*MassCoreユーザーは、推奨される専用グラフィック カードを使用すると、コアの安定性が向
上します。

*Nativeユーザー：最近のラップトップの所有者は、CPU負荷が負荷の中間点に近づくとパ
フォーマンスの問題に直面することが多く、ランダムな CPU ジャンプによって突然の不具合
が発生する可能性があります。これは、最近のラップトップで非Merging アプリケーションを使
用してベンチマークを行ったときにも確認されています。

● Core インジケーターが点滅 (赤) している場合は、ドロップが発生していることを示します。再生/ミック
スダウンまたは録音中に発生した場合にのみ注意してください。Core ドロップをリセットするには、
Core インジケーターをクリックするだけです。詳細については、ユーザーマニュアルの該当するセク
ションを参照してください。

● MassCoreの下に VST Core ピークがある場合、ユーザーは All Settubgsにある VST Engine
Buffer Sizeの値を増やす必要があります。詳細については、ユーザーマニュアルを参照してくださ
い。

● 外部インサート プラグイン：同じ入力と出力は、どちらか一方が排他的であるため、外部インサート プ

ラグインとミキサーで同時に使用することはできません。

プラグインエンジンに関するお知らせ

プラグインエンジンのコア配分は、最適なパフォーマンスを得るために自動的に行われます。最初にストリップ

プラグインの合計コア負荷が処理され、次にバスプラグインの合計コア負荷が処理されます。エンジンは、これ

ら 2つの処理タスクを順番に実行します。つまり、ストリップ プラグイン側の高いコア負荷は、バスプラグイン側
の高いコア負荷と合計されません。

指定されたコア負荷を別のものに変更することはできません（ミキサー構成を変更しない限り）。また、選択した

プラグインに対してエンジンに渡される処理の合計が変わることはありません。

プラグイン配分コアの読み取りについて

プラグイン自体の時間の長さを測定します。オーディオ フレームの処理時間 / プラグイン自体の期間 * 100 =
単一プラグインの負荷。次に、複数のプラグイン（例として選択したストリップまたはバス上）を計算し、それらの

合計を計算します。

以下の読み取り値と混同しないでください：

Pyramix CPUの読み取り：
Pyramixの下部のバーに表示される CPU負荷は、Windows タスクマネージャーで計算される CPU使用率
ではありません。

Nativeの CPU負荷は、次のように計算されます：（オーディオ フレームの処理時間） /（1 フレームの継続時
間）* 100。つまり、1つのオーディオ フレームの継続時間で処理に使用された時間のパーセンテージです。この
インジケーターは、処理時間中の CPU ストールを考慮に入れるため、CPU使用率よりも便利です。
MassCoreベースのシステムでは、CPU:負荷インジケーターに加えて、タイトルバーに VST：コア負荷インジ
ケーターが表示されます。詳細については、Pyramixユーザーマニュアルを参照してください。

Windows タスクマネージャー:
次に、Windowsのタスクマネージャー CPU で、CPUの容量に対するパーセンテージとして CPU時間を計
測します。

したがって、最終的には、これら 3つのウィンドウを開いて同じ値が表示されることを期待することはできませ
ん。
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Merging Audio Device (MAD) 2.0
この ASIO RAVENNA/AES67デバイスは、マルチ ASIO クライアントをサポートし、WDMサポートを統合しま
す。この新しい Device Driver を使用すると、ASIO を実行する複数のアプリケーションを同じシステムで並行し
て起動して、同じサンプリングレートを共有できます。また、同時にWDM を実行する複数のアプリケーションを
並行して起動して、独自のサンプリングレートを ASIOサンプリングレートに自動的に変換できます。これによ
り、Windows システムサウンドと任意のアプリケーション（Spotify、YouTube、PCサウンド ファイルなど）を任
意の ASIO アプリケーションとともにモニターすることができます。詳細については、オンライン MAD ドキュメン
トを参照してください。

● 2つの異なるモードをサポート
○ Unite モード（Anubis ミュージック ミッション、Horus、Hapiの自動簡易接続）。Uniteは、モニ

ター ミッションを実行している Anubis をサポートしていません。
○ RAV/AES67 モード（Anubis、Hapi、Horusのプロ使用）
○ NADAC モード（NADACユーザー向けの HiFi使用）
○ MassCoreモード

● マルチクライアントASIOとホストをサポート
● ASIOクライアント間のブリッジチャネルのサポート
● WDMサポートと 2番目の AUX WDM（MAD 2.0以降）
● WDMおよびホストのブリッジチャネルサポート。

注: ASIO では一度に 1つのサンプリングレートがサポートされます（デフォルトのホスト レート）。
WDMは SRC をサポートします。

以下の機能には MAD インフラストラクチャパック (PSO-MAD-INF)が必要です。
● 仮想マシンのサポート

● ST2022-7サポート
● NMOSサポート

ANEMAN
重要：ANEMANは別のインストーラーとして提供されます。
AoIPデバイスを管理および監視するには、https://www.merging.com/products/anemanから最新の
ANEMAN をダウンロードしてインストールしてください。

Ambisonic
Pyramix 12以降では、完全なハイブリッド チャンネルベース/アンビソニックワークフローが組み込まれてお
り、ミキシングコンソールで直接アンビソニック信号をエンコード、ミキシング、回転、デコードできます。

Ambisonic Decoders：
● アンビソニックデコーダーはバージョン 12の 7 までサポートされており、b<>comデコーダーは

Pyramix 12.0以降では Pyramix ミキサー内に統合されています。

VRパックキーオプション：
● VRパックキーが存在しない場合でも、1次および 2次アンビソニックストリップとアンビソニックグルー

プは常にデコードされます。

● VRパックキーが存在する場合、3次から7次のアンビソニックストリップとアンビソニックグループが適切
にデコードされます。

● VRパックキーが存在しない場合は、3次から 7次までのアンビソニック ストリップとアンビソニックグ
ループは 2次デコーダーを使用してデコードされます。
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要約すると、ユーザーは HOA (3次から 7次) をエンコードおよび/またはデコードするために VRパックキー
が必要になります。1次と 2次については、エンコードとデコードの両方が無料です。
注: HOAからバイノーラルへの変換は Pyramix では使用できませんが、ユーザーは試用版で利用可能な
B<>COMバイノーラルエンコーダーライセンスを実行できます。詳細については、こちらの手順に従ってくださ
い。https://merging.atlassian.net/wiki/display/PUBLICDOC/Bcom+plugins

RAVENNA テクニカルノート
● Windows 10（(64ビット）は、Pyramix 15.0 MassCore RAVENNAおよび Nativeでサポートされてい

ます。

● Windows 11（64ビット）は、Pyramix 15.0 MassCore RAVENNAおよび Native でサポートされてい
ます。

● Pyramix 15 システムの推奨事項と詳細はこちら：http://www.merging.com/pages/pcconfig

● 最高のパフォーマンスを得るには、ANEMAN では必要な I/O接続のみを接続することをお勧めしま
す。RAVENNAの接続は、ある程度の帯域幅（コアまたはネットワーク）を使用するためです。

● ネットワークはレイヤー3に準拠し、ギガビットネットワークである必要があります。

● Mergingは、Mergingデバイスで使用するための認定ネットワークスイッチを備えています。
Ravennaユーザーは、構成ガイドとともにすべての詳細をこちらで確認できます：

https://merging.atlassian.net/wiki/display/PUBLICDOC/Network+Switches+for+RAVENNA+-+
AES67
http://www.merging.com/products/horus/downloads

● RAVENNAユーザーは、複数の Horus または Hapiユニットを Mergingによって認定されていない
ルーター/ネットワークに接続しないでください。認定された RAVENNA スイッチとその構成の詳細につ
いては、Merging RAVENNAネットワークガイドを参照してください。http
://www.merging.com/products/horus/downloads

● Merging PCIe イーサネット コントローラ カード NET-MSC-GBEX1に接続できるのは RAVENNAデ
バイスのみです。Tango/Isis/Euphonix コントローラやその他のネットワークデバイスなど、
RAVENNA以外のデバイスをこのネットワークに接続しないでください。

● スイッチがマルチキャストでない場合は、100MB イーサネット デバイスを接続しないでください。フロー
制御によって帯域幅が大幅に減少します。

● RAVENNA I/O接続：
● RAVENNA I/O接続を作成するには、ANEMANユーザーマニュアル (Pyramix と一緒にインストー

ルされます) を参照してください。ANEMAN クイック接続ガイドは以下にあります。
https://merging.atlassian.net/wiki/display/PUBLICDOC/ANEMAN+-+Quick+Connection+Guide
詳細については、ANEMANユーザーマニュアルを参照してください。
完全なセットアップのために RAVENNA接続を呼び出します。IO接続の完全な呼び出しはまだありま
せんが、特定のセットアップでは、RAVENNA接続の一方の端を保持するデバイス (Horus、Hapi、
Anubis)のプリセット ストアを呼び出し、同時にもう一方の端を保持する ANEMAN保存接続を呼び出
すことができます。

警告：接続を呼び出す前に、既存の接続をクリアすることを強くお勧めします。
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● Firewall：
ファイアウォールは、コンピュータと Ravennaデバイス間の通信をブロックすることがあります。
Mergingインストーラーは、Windows ファイアウォールで必要な通信ポートを自動的に開きます。
Windowsファイアウォールを使用しない場合、または接続の問題が発生する場合は、ファイアウォール
を設定してください。ウイルス対策および Merging Technologies ソフトウェアの詳細については、この
ページを参照してください。

● Windows UAC：
Windowsユーザーアカウント制御を無効にしてください。
手順：

Windows コントロールパネル\すべてのコントロールパネル項目\ユーザーアカウント に移動し、
ユーザーアカウント設定の変更を開いて

「通知しない」に設定します。

● ウイルス対策:
Avastや Sophos などの一部のウイルス対策は、Horusの検出と RAVENNA I/O接続をブロックす
ることが知られています。また、Merging では、ウイルス対策ソフトウェアが DAWに干渉しないように

適切に構成されていることを推奨しています。詳細については、次のページを参照してください：

https://merging.atlassian.net/wiki/display/PUBLICDOC/Antivirus+and+Merging+Technologies+
Softwares

Pyramix Native推奨事項
● Pyramix 15 ではWindows 10 - 64 ビットおよびWindows 11 - 64 ビットがサポートされています。
● システムパフォーマンスを最適化するには、Windows構成ガイドを参照してください 。
● VS3 コントロールパネルと RAVENNA ASIOパネルを構成するには、管理者権限が必要です。
● Merging RAVENNA ASIO Frame Mode sizeは、RAVENNA モード（64）, AES67（6, 12, 48） に

設定できます。ネットワークとデバイスの構成を確認してください。

● Merging Audio Deviceは、バッファサイズを48（AES67）または 64サンプル（RAVENNA）の倍数に
設定できます。最高のパフォーマンスを得るために、システムに合わせてバッファサイズを調整してくだ

さい。

● ウイルス対策および Merging ソフトウェアを設定する
○ Windows ファイアウォールのウイルス対策および Merging Technologies ソフトウェアを行

う。

○ Windows UAC（ユーザーアカウント制御）を最低レベル（無効）に設定する。
○ WIFI を無効にします（ワイヤレスアダプターも無効にします）。
○ Bluetooth を無効にする（Windowsデバイスマネージャー）。
○ Pyramixの実行中はインターネット接続をアクティブにしないでください。
○ オーディオ インターフェイスを USB または Firewireハブに接続せず、コンピューターに直接

接続してください。

○ CPU で許可されている場合は、Hyperthreading を有効にすることをお勧めします。
○ 電源管理機能を設定する必要があります。

○ Windowsのコントロールパネル >電源オプションで、「高パフォーマンス」電源プラン（また
は、使用可能な場合は「究極のパフォーマンス」）が選択されていることを確認します。

○ 高性能なラップトップは、省エネモードになっていることがよくあるので、高パフォーマンス電

源プランを作成します。

○ バッテリー電源の使用は避け、電源ケーブルを接続してください

○ 不要なプログラムがすべて閉じられていることを確認してください。不要なプログラムは有用な

リソースを占有する可能性があります。
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○ Windows Messenger、カレンダー、ディスク メンテナンスプログラムなど、バックグラウンド
で実行されるソフトウェアユーティリティをすべてオフにします。

○ ラップトップには通常、小さなグラフィック リソースがあります。そのため、Merging では、Fix
Cursorオプションを使用する場合は特に注意することをお勧めします。

○ Native システムのパフォーマンスを確認します。Windows10および 11 では、DPC レイテン
シは Latency Mon http://www.resplendence.com/download/LatencyMon.exeで行ってく
ださい。

● ラップトップユーザーは、VS3 コントロールパネルで ASIO インターフェイスを最優先に設定する必要
があります。

詳細については、オンラインドキュメントを参照してください

https://merging.atlassian.net/wiki/display/PUBLICDOC/Native+recommendations

V15既知の問題
● Pyramix 15.0は、ベータサイクルの期間中、Pyramix 14.1キーで実行されます。
● Windows 10 21H2、22H2は MassCore/RTX64 -4.4、Pyramix 15.0 Beta 1 と互換性があります。
● Windows 11 22H2、23H2は MassCore/RTX64 -4.4、Pyramix 15.0 Beta 1 と互換性があります。
● 警告：Pyramix 15.xは第 4世代 Intel Core プロセッサ (4XXXK以上) でサポートされており、以前の

世代のプロセッサでは起動しません。

推奨仕様：

https://merging.atlassian.net/wiki/spaces/PUBLICDOC/pages/4817980/Computer+Specifications
● 警告：DXD プロジェクトでは、クリップベース FX を DSD メディア（DSD128-256）で使用すると大きな

ノイズが発生することが知られています。

● Flux VS3 プラグインは破損した UI を表示する可能性があります。Fluxの更新を待機しています（
VSTバージョンは問題ありません）。

● Video Tavは現在無効になっています。
● カスタムインストールでは、インストール時に問題が発生する可能性があることがわかっています。

Full Pyramix をインストールすることをお勧めします。
● Pyramix 15.x プロジェクトは Pyramix 14.x と下位互換性がないため、ユーザーは Pyramix 14 でこ

のようなプロジェクトを開くには “Save as v14.0” を行ってください。
● v10/v11/v12/25 th /v14/v15のバスレイアウト/構造を持つ Pyramix プロジェクトは、Save Special

v9.0 プロジェクト内に保存できません。警告メッセージが表示され、保存できません。
● 当時は Ambisonicがサポートされていなかったため、Save Special v11.1以前のプロジェクトでは、

Mixer Amibsonic コンポーネントをすべて保存することはできません。
● アンビソニックデコーダーは、標準のチャンネルタイプと位置を持つ仮想ルームにのみデコードします。

カスタムルームが必要な場合は、最初に標準バスにデコードし、スピーカーをカスタムルームにできる

だけ近づけてから、そのバスをGPSストリップを介してカスタムバスに送信する必要があります。
● 一部のトラックがミュート解除された（オーディオが再生されるように）保存されたプロジェクトは、すべて

のトラックがミュートされた状態で開きます。

おそらく、すべての Track Groupがデフォルトで Auto Solo, Auto Mute またはその両方に設定され
ている Source/Destination プロジェクトまたはテンプレート を使用しているのでしょう。
プロジェクトの読み込み時に両方の設定が有効になっていると、デフォルトではトラックは選択されず、

すべてのトラックグループがミュートされます。

● Legacy Busから新しい General Busへの変換。新しいバスのアーキテクチャにより、Mono Mix
Busは Mono Aux Busに変換されるようになりました。詳細については、Pyramixユーザーマニュア
ルを参照してください。

● Pyramixがサポートするリモート コントローラーの一覧は、こちらでご覧いただけます。
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● Mixdown SRC：ミックスダウンの SRCオプションは、メディアマネージャーのサンプリングレート変換
ツールと共有されます。SRC を適用するミックスダウンの後に、メディアマネージャーのサンプリング
レート変換ツールを使用して SRCパラメータを変更すると、ミックスダウンダイアログボックスの
SRC セクションでもそれらの値が変更されるので注意してください。

● タイムラインのPyramixビデオ：プロジェクトを開いたときにビデオファイルがオフラインとして表示される
場合は、メディアマネージャーを更新してクイックマウントを再生成してください。

● タイムラインの Pyramix ビデオ：複数のビデオファイルまたは編集を参照するプロジェクトを開くには、
時間がかかることがあります（1分ほどで完了が表示されます）。しばらくお待ちください。

● Merging では、プロジェクトと同じサンプリングレートではないタイムライン メディア クリップを使用して
録画しながら編集することは推奨されません。リアルタイム SRC を処理する必要があるため、パ
フォーマンスの問題が発生する可能性があります。

● NVidiaグラフィック カードで実行しているWaves プラグインユーザーは、スレッド最適化がオフになっ
ていることを確認する必要があります。オンになっていると、Waves VST プラグインで問題が発生する
可能性があります。

次のリンクを参照してください：

https://merging.atlassian.net/wiki/display/PUBLICDOC/Graphic+cards+recommended+setting
s

● ディスクモデル（Green、Eco シリーズ、Seagate）の使用は推奨されません。
● Merging では、外付け USBディスクを使用するユーザーには、Windowsディスク プロパティのプロ

ファイリング タブで「パフォーマンス向上」オプションを使用してディスクを構成することを推奨していま

す。詳細については、Merging システム構成ガイドを参照してください。
http://www.merging.com/support/system-configurations

● MassCore：大きなプロジェクトを保存した後、またはミキサーを再構築したとき（プロジェクトの開閉）、
Core インジケーターにピーク/オーバーロードが表示されます。Core インジケーターをクリックしてリ
セットしてください。

● VS3 Algorithmix DeNoiser と DeScratcherはサポートされていますが、今後はメンテナンスされま
せん。

既知の問題：最初のプロジェクトを保存して閉じ、再度開くまで、「デモ」と表示される場合があります

（完全に機能します）。

● 警告メッセージ “Not Enogh Streams available（利用可能なストリーム数が十分ではありません）”：こ
れはレコード入力の最大数に達したときに発生します。この場合、入力数を減らすか、入力を消費して

いる Background Recorder を無効にすることをお勧めします。
既知の問題：その後、再生を開始するたびに “Re-activating Project（プロジェクトを再アクティブ化し
ています）” というメッセージボックスが常に表示される場合は、プロジェクトを閉じて再度開いてくださ
い。

● Pyramix v8.1、Pyramix v9.0、Pyramix v10、Pyramix v11、Pyramix v12、Pyramix 25 th
Anniversary、および Pyramix 15 ライブラリ形式は、これらのバージョン間では互換性がありますが、
以前の Pyramix リリースとは互換性がありません。これらのライブラリを古い Pyramixバージョンで
開くには、適切なライブラリ保存オプションを使用していることを確認してください。リストに「バージョン

7.X として保存」が追加されました。
● Final Check メータリングはDXD/DSDモードではサポートされていません
● DiscWriteの既知の問題：https://merging.atlassian.net/wiki/display/PUBLICDOC/Disc+Write
● ADRキーボードユーザー：Windows 10 October 2018 Update (1809)以降では、ChangeMe

バージョン 5.25.8が必要です。以前のバージョンは、これらのWin10 アップデートでは動作しませ
ん。更新するには、ナレッジベースのインストール手順に従ってください:
https://merging.atlassian.net/wiki/display/PUBLICDOC/Pyramix+ADR+and+Ovation+keyboard
+install+guide

● テイク ロガーの Safety Recordの問題：トランスポートが停止すると、押されたコマンドが誤って適用さ
れます。例えば、Safety Record中に Abort & Delete を押しても何も起こりませんが、Safety
Record と Stop を終了すると、コマンドが適用され、テイクが削除されます。慎重に扱ってください。
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● 複数のプロジェクトを同時に開く: 8つ以上のプロジェクトを同時に開くことはお勧めしません （GDIオ
ブジェクトの制限のため）。

● Cedarユーザーは、Pyramix 64 ビットの最新の認定バージョンをインストールする必要があります。
https://merging.atlassian.net/wiki/display/PUBLICDOC/Cedar+Renderer
Rendering ツールは、C:\のルートに CEDARおよび Nova v0.99の一時ファイルを作成します。
Mergingでは、このようなサードパーティ レンダラーの一時ファイルパスを変更できません。

● Interchange：Pro Tools 7xへの Non-embedded AAF エクスポートでは、“Could not complete
your request because an unexpected error happened while trying to find an audio media file’s
format（オーディオ メディア ファイルの形式を検索中に予期しないエラーが発生したため、要求を完了
できませんでした）” というエラー メッセージが表示される場合があります。ProTools 7にエクスポート
する場合は、AAF Embeddedの使用をお勧めします。ProTools 8 では、この場合正常に動作するこ
とが確認されています。

● Media Recoverer と DSDIFF Recoverer を使用すると、破損したファイルを修復できます。
https://merging.atlassian.net/wiki/display/PUBLICDOC/Media+Recoverer

RAVENNA既知の問題
● RAVENNA：MADI Standard (56)から MADI Extended(64)に切り替えると、小さな不具合が発生

する可能性があるため、リアルタイム操作中は切り替えないでください。

● Merging では、すべての RAVENNA I/O接続を管理するために ANEMANの使用を推奨していま
す。詳細については、Pyramix とともにインストールされる ANEMANユーザーマニュアルを参照して
ください。

● 認定されていない RAVENNA構成では、1FS (44.1/48 kHz) で 384個の I/O チャネルを維持できな
い可能性があります。静的ノイズに似たノイズが発生する場合は、ANEMAN で有効になっている
RAVENNA I/O チャネル数を減らしてください。また、このような静的ノイズが発生した場合は、
MassCore を Ultra Low モードまたは Extra Latency モードではなく、Low Latency モードで実行す
ることをお勧めします。

● Horus/Hapiの電源をオフにするか切断すると、ピークが Pyramix Core セクションに表示される場合
があります。推奨事項：Horusが PTP マスターである場合は、オンライン Horusへの有効な接続が
常に必要です。Core インジケータセクションをマウスでクリックしてピークをリセットしてください。

● MassCore RAVENNAの実行中は、ネットワークアドレスを変更したり、システムのイーサネット ポー
トを切断したりしないでください。

● ANEMANクイック接続ガイドはこちらから
● DSDの問題

○ Background Recorders：ミキサーが DSD対応ミキサー（スクエア ミキサー）でない場合、録
音は失敗しますが、メッセージは表示されません。DSD で Background Recorders を有効
にして作業を開始する前に、DSD プロジェクトを作成することをお勧めします。

○ DSD プロジェクトを作成/開くときに、Horusが 64/128/256 を適切に切り替えない場合があ
ります。これは手動で行う必要があります。
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